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日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
（
Ｊ
Ｃ
Ｊ
）
は
９
日
、

す
ぐ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
活
動
を
表
彰
す
る
今
年

度
の
第
67
回
Ｊ
Ｃ
Ｊ
大
賞

に
、「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日

曜
版
の
「
自
民
党
派
閥

パ
ー
テ
ィ
ー
資
金
の
『
政

「
赤
旗
」
日
曜
版
に
Ｊ
Ｃ
Ｊ
大
賞

自
民
党
派
閥
の
裏
金
ス
ク
ー
プ

　
大
政
治
犯
罪
を
明
ら
か
に
し
た

　

防
衛
省
の
２
０
２
５
年

度
予
算
案
の
概
算
要
求
で
、

高
額
兵
器
の
購
入
費
な
ど

を
複
数
年
度
に
分
割
で
支

払
う
軍
事
ロ
ー
ン
「
後
年

度
負
担
」
が
総
額
15
兆
７

４
８
９
億
円
に
上
り
、
前

年
度
よ
り
約
２
兆
円
増
え

て
過
去
最
大
に
な
り
ま
し

過
去
最
大
更
新

軍
事
ロ
ー
ン
15
兆
円
超

国
民
生
活
の
予
算
を
圧
迫
す
る
悪
循
環

治
資
金
報
告
書
不
記
載
』

報
道
と
、
引
き
続
く
政
治

資
金
、
裏
金
問
題
に
関
す

る
一
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
選
ん
だ
と
発
表
し

ま
し
た
。

  

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

「
公
開
さ
れ
て
い
る
膨
大

な
政
治
資
金
報
告
書
か
ら
、

一
つ
一
つ
を
地
道
に
積
み

上
げ
、
検
察
の
捜
査
に
ま

で
つ
な
げ
、
そ
れ
が
大
政

治
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
」「
ス
ケ
ー
ル

の
点
で
は
、
１
９
７
５
年

の
『
田
中
金
脈
』
報
道
や
、

88
年
の
『
リ
ク
ル
ー
ト
事

件
』
報
道
を
超
え
る
も
の

だ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

た
。
防
衛
省
が
25
年
度
予

算
で
要
求
し
た
軍
事
費

（
約
８
・
５
兆
円
）の
約
１
・

８
倍
に
相
当
し
ま
す
。

　

後
年
度
負
担
は
次
年
度

以
降
の
軍
事
費
（
防
衛
省

予
算
）
に
ロ
ー
ン
返
済
に

充
て
る
「
歳
出
化
経
費
」

と
し
て
計
上
さ
れ
、
原
則

５
年
以
内
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

軍
事
ロ
ー
ン
が
雪
だ
る

ま
式
に
膨
ら
む
悪
循
環
が
、

国
民
生
活
の
予
算
を
圧
迫

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
知
事
不
信
任
案

が
全
会
一
致
で
可
決
。「
10

日
以
内
の
議
会
解
散
か
失

職
の
選
択
が
迫
ら
れ
る
」

「
斉
藤
元
彦
知
事
は
態
度

を
明
確
に
し
な
か
っ
た
」

「
議
会
解
散
に
大
義
は
な

い
。
直
ち
に
辞
職
す
べ
き

だ
」「
推
薦
し
た
自
民
、維

新
の
責
任
も
問
わ
れ
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
北
新
幹
線
で
連
結
器

が
外
れ
る
事
故
。「
時
速
約

３
１
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

走
行
中
の
は
や
ぶ
さ
・
こ

ま
ち
６
号
の
連
結
器
が
外

れ
、
非
常
ブ
レ
ー
キ
が
作

動
し
た
」「
心
配
し
た
が
、
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

乗
客
に
け
が
人
が
い
な
く

て
よ
か
っ
た
」「
走
行
中
に

外
れ
る
な
ん
て
前
代
未
聞

だ
」「
原
因
を
究
明
し
、再

発
防
止
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

レ
バ
ノ
ン
で
通
信
機
器

が
爆
発
し
て
多
く
の
死
傷

者
。「
ポ
ケ
ベ
ル
や
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
に
爆
薬
が
仕
掛

け
ら
れ
遠
隔
操
作
で
爆
発

し
た
」「
製
品
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

と
い
う
日
本
メ
ー
カ
ー
だ

が
、偽
物
ら
し
い
」「
イ
ス

ラ
エ
ル
が
関
与
し
た
と
の

報
道
が
あ
る
」「
こ
の
よ
う

な
無
差
別
テ
ロ
は
許
さ
れ

ホ
ー
ム
ラ
ン
、
51
盗
塁
を

達
成
。「
メ
ジ
ャ
ー
史
上
初

の
快
挙
だ
」「
シ
ー
ズ
ン
終

盤
で
無
理
か
と
思
っ
た
が
、

や
っ
て
く
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
将
軍
」

が
エ
ミ
ー
賞
18
部
門
受
賞
。

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
主
演

の
真
田
広
之
さ
ん
は
、
時

代
劇
を
継
承
し
支
え
て
き

て
く
れ
た
方
々
へ
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
千
葉
か
ら
梨
、群
馬
か

ら
ブ
ド
ウ
が
送
ら
れ
て
き

た
。
果
汁
た
っ
ぷ
り
で
美

味
し
か
っ
た
」「
多
摩
梨
を

毎
年
取
り
寄
せ
て
い
る
が
、

備蓄米放出・農家守れ
農水省前
農民連と新婦人が緊急行動

　

志
位
和
夫
議
長
は
８
月

29
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で

欧
州
訪
問
。
ベ
ル
ギ
ー
で

は
、
ベ
ル
ギ
ー
労
働
党
や

労
働
組
合
幹
部
た
ち
と
懇

談
、
労
働
者
の
た
た
か
い

に
強
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
労
働
時
間

は
現
在
週
38
時
間
で
す
。

労
働
組
合
の
要
求
は
賃
下

げ
な
し
の
週
32
時
間
へ
の

時
間
短
縮
と
最
賃
引
上
げ

ベ
ル
ギ
ー
労
働
者
は
連
帯
の

精
神
で
た
た
か
う

久
し
ぶ
り
の
空
の
旅

　

久
し
ぶ
り
飛
行
機
に

乗
っ
た
。
隣
席
に
母
子
が

い
て
窓
際
が
好
き
と
い
う

の
で
席
を
譲
っ
た
。
新
鋭

機
で
座
席
ご
と
に
端
末
が

あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
に
飛
行

マ
ー
ク
を
見
つ
け
た
。
操

作
す
る
と
航
空
機
の
前
後

左
右
が
自
在
に
見
ら
れ
る

カ
メ
ラ
画
像
が
写
っ
た
。

太
平
洋
も
日
本
海
も
、
岬

も
湖
も
街
も
見
え
る
。

　

カ
メ
ラ
技
術
の
進
歩
は

車
の
安
全
技
術
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。
監
視
カ
メ
ラ

の
技
術
進
歩
は
、
く
ら
し

の
安
全
と
ひ
き
換
え
に
監

視
社
会
づ
く
り
で
駆
使
さ

れ
て
い
る
。
思
い
巡
ら
し

つ
つ
無
事
着
陸
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

総
裁
選
候
補
は
全
員
だ

ん
ま
り

旧
統
一
協
会
と
自
民
党

の
癒
着
解
明
を

　

安
倍
晋
三
氏
が
首
相
時

に
、
旧
統
一
協
会
会
長
ら

と
自
民
党
本
部
の
総
裁
応

接
室
で
面
談
の
報
道
。
朝

日
新
聞
が
写
真
付
き
で
報

じ
た
。
安
倍
氏
は
直
後
の

な
い
」「
国
連
の
グ
テ
ー
レ

ス
事
務
総
長
は
『
民
生
品

を
兵
器
に
し
な
い
こ
と
を

ル
ー
ル
に
す
べ
き
だ
』
と

述
べ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
翔
平
選
手
が
51

　

農
民
運
動
全
国
連
合
会

と
新
日
本
婦
人
の
会
は
10

日
、
農
林
水
産
省
前
で
備

蓄
米
放
出
と
農
家
支
援
の

緊
急
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

新
婦
人
千
葉
県
本
部
の

松
田
ま
つ
え
会
長
は
、「
長

年
の
減
反
押
し
付
け
の
結

果
、
田
ん
ぼ
は
荒
れ
、
風

景
は
虫
食
い
状
態
だ
。
食

料
問
題
は
国
民
の
命
の
問

題
。
低
す
ぎ
る
食
料
自
給

率
の
引
き
上
げ
」
求
め
ま

短
縮
で
す
。
労
働
党
の
組

合
担
当
者
は
「
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
の
労
働
時
間
が

短
く
な
れ
ば
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
労
働
条
件
が

良
く
な
り
ま
す
」
と
指
摘
。

時
間
短
縮
の
意
義
に
つ
い

て
「
自
由
な
時
間
の
た
め

で
す
。
自
由
な
時
間
を
自

由
な
活
動
に
つ
か
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

た
た
か
わ
な
い
と
自
由
な

い
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

つ
い
て
も「
連
帯
の
論
理
」

を
強
調
、
労
働
者
全
体
の

賃
上
げ
の
た
め
に
ス
ト
ラ

イ
キ
に
取
り
組
む
と
語
り

ま
し
た
。

短
想

10 日、農林水産省前

時
間
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。

資
本
家
と
た
た
か
う
た
め

に
自
由
な
時
間
を
つ
か
う

の
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

生
計
費
に
達
し
て
い
な

し
た
。

　

農
民
組
合
京
都

府
連
合
会
の
安
田

政
教
書
記
長
は

「
農
家
が
米
づ
く

り
に
見
切
り
を
つ

け
始
め
て
い
る
。

来
年
の
今
ご
ろ
、

高
値
で
米
を
買
え

な
い
人
も
出
て
く

る
」
と
訴
え
ま
し

た
。

日
本
共
産
党
志
位
議
長  

訪
欧
報
告
会

参
院
選
挙
へ
の
支
援
を
協

会
側
と
確
認
し
た
と
い
う
。

　

や
っ
ぱ
り
組
織
ぐ
る
み

だ
っ
た
。
も
う
言
い
逃
れ

は
で
き
な
い
。
い
ま
自
民

党
の
総
裁
選
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い

て
立
候
補
者
全
員
が
「
だ

ん
ま
り
」
を
決
め
込
ん
で

い
る
。

　

歪
ん
だ
政
治
を
ま
と
も

な
も
の
に
す
る
た
め
、
癒

着
の
全
容
解
明
を
絶
対

や
っ
て
ほ
し
い
。   （
Ｆ
）

今
年
は
不
作
で
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

  「
19
日
、
八
王
子
で
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
大
の
雹
が
降
っ

た
」「
彼
岸
だ
と
い
う
の

に
」


